
明日の安心と成長のための

緊急経済対策

平成21年12月8日

赤字：国交省関連 経済対策 資料１



目 次

Ⅰ．基本的な方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

１．日本経済の現状認識・・・・・・・・・・・１

２．経済財政運営の基本的視点・・・・・・・・２

Ⅱ．具体的な対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

１．雇用・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

２．環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

３．景気・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

４．生活の安心確保・・・・・・・・・・・・・22

５．地方支援・・・・・・・・・・・・・・・・24

６．「国民潜在力」の発揮・・・・・・・・・・25

（本対策の国費・事業規模）・・・・・・・・・・・・・29

(別紙)「明日の安心と成長のための緊急経済対策」の規模・・・30



1

明日の安心と成長のための緊急経済対策

Ⅰ．基本的な考え方

鳩山政権は、政権発足直後から、これまでの既成概念にとらわれることなく、無駄

な予算、公共事業など従来の政権では政官業の癒着体制のため手がつけられなか

った「歳出の中身」を抜本的に変える財政政策の大改革に乗り出している。国民は予

算の効率的な使い方に対し大きな期待を抱いており、今後も引き続き、無駄を省く作

業を休むことなく進めていかなければならない。

同時に、現下の厳しい経済・雇用状況、直面する円高・デフレ状況を踏まえ、景気

回復を確かなものとするための経済対策を、スピード感を持って示し、暮らしの再建、

地方の活力の回復、そして環境を中心とした未来に向けた政策の実現に取り組まな

ければならない。活用できる財源を最大限に活用し、有効性を十分吟味しながら、鳩

山政権の初めての経済対策として「明日の安心と成長のための緊急経済対策」をとり

まとめ、日本の元気回復に全力で取り組んでいくものである。

１．日本経済の現状認識

（経済の現状認識）

平成21年度前半の実質経済成長率は２四半期連続のプラス成長とな

った。輸出や生産の増加により、景気は最悪期を脱し消費者や企業のマ

インドも持ち直している。しかし、経済の現状は、失業率が最悪期よりは

やや低下したものの高水準で推移するなど依然として厳しい状況にあり、

国民の景気実感に近い名目GDP成長率は昨年春以降６四半期連続の

マイナスとなっている。また、需給ギャップは大幅な供給超過である。

そして、このところは物価が財とサービスの両分野で下落し、緩やかな

デフレ状況にある。さらに、為替市場の急激な変動により円高が進んで

いる。
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（先行きのリスク）

先行きを考えると、海外経済の持ち直しなどを背景に景気が次第に持

ち直していくことが期待されるものの、経済成長の基盤は依然として脆弱

である。政策の後押しにより家計消費は今春から２期連続して成長を支

えたが、雇用不安と所得の減少傾向のためにその持続力は限られてい

る。また、企業収益の低迷に加え実質金利高や円高などから設備投資

の回復力は不透明である。

さらに、景気の持ち直しの動きに対するリスク要因としては、雇用情勢

の一層の悪化、デフレ圧力の強まりによる需要低迷、長期金利上昇、為

替市場の動向などがある。Ｇ７声明にあるとおり、為替レートの過度の変

動や無秩序な動きは、景気の持ち直しの動きに対して重大な悪影響を

与えるものであり、為替市場の動きを厳しく注視していく。

２．経済財政運営の基本的視点

こうした現状認識の下、鳩山政権における経済財政運営は、以下の

３つの視点に立つ。

＜第１＞当面の取組 ― 確実な景気回復・デフレ克服を目指す

厳しい経済・雇用情勢に対応し、景気の持ち直しの動きを確かなものと

していく。このため、当面の取組として、可能な政策を総動員して「緊急対

応」に当たり、来春にかけて経済・雇用を下支えすると同時に、経済を上向

かせる力の結集を図る。

（１）緊急対応―情勢に応じた機動的な対応

・ 経済・雇用情勢の変化に即応し、経済・雇用の安定のために機動的

な対応を取る。このため、雇用・生活不安の高まりに応えた「緊急対

応」を行うとともに、企業の資金繰りに万全を期すための「金融対策」

などによって景気の下支えを行う。
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（２）政府・日銀の一体となった対応

・ 政府は、国民が景気回復を実感できるためには、デフレの克服が重

要であるとの認識を日本銀行と共有し、日本銀行と一体となって、強

力かつ総合的な取組を行い、景気回復を確実なものとしていくよう

政策努力を重ねていく。

・ 日本銀行に対しては、こうした政府の取組と整合的なものとなるよう、

政府と緊密な情報交換・連携を保ちつつ、適切かつ機動的な金融

政策の運営によって経済を下支えするよう期待する。

＜第２＞中長期的な取組 ― 成長戦略の推進と財政規律

（１）成長戦略の推進

・ 一方で、中長期的な観点から、以下の点を踏まえた成長戦略のとり

まとめを進めていく。

― 「雇用」「環境」「子ども」「科学技術」「アジア」等に重点を置きな

がら、中長期的な成長戦略を推進する。

― 持続的な経済成長モデルを確立し、人々が共に、安心して生活

し、子どもを産み育てていくことができる社会を実現する。

（２）成長力強化と財政規律の両立―中期財政フレームの策定

・ 持続的な経済成長実現のためには、未来の子ども達にツケを残さな

いよう、成長力強化と財政規律の両立を図る必要がある。このため、

複数年度を視野に入れた中期財政フレームを２０１０年前半に策定

する。

＜第３＞今回の経済対策 ― 緊急対応と成長戦略への布石

（１）対策の柱―「雇用」「環境」「景気」

・ 今回の経済対策は、上記の考え方を踏まえ、①現下の経済・雇用情
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勢への「緊急対応」と、②「成長戦略への布石」の２つの視点に基づ

くものとする。

・ 主な柱は「雇用」「環境」「景気」とし、くらしの再建と低炭素社会への

転換に取り組む。また、医療等「生活の安心確保」や、荒廃した地方

を守るための「地方支援」などにも強力に取り組む。

（２）具体的な対策―３つの原則

①「緊急性」、「即効性」の高い施策を最優先

・ 具体的な施策については、「緊急的な必要性」を重視するとともに、

経済・雇用効果、二酸化炭素削減効果において有効なものを優先

する。

②切れ目のない経済財政運営

・ 今回の経済対策に伴い平成２１年度第２次補正予算を提出し、平

成２２年度予算との間をつなぐことにより、「切れ目のない」経済財

政運営を行う。

③「知恵」を活かして、「国民潜在力」の発揮で景気回復を目指す

・ できる限り財政に依存せず、制度・規制など「ルールの変更」や国

民一人ひとりの積極的な参加によって、国民が持っている潜在力

（国民潜在力）が発揮されることを重視する。

・ とくに、新たな需要創出に向け、これまで大きな岩盤に突き当たり、

停滞してきた制度・規制改革に正面から取り組む。

（３）施策執行の進捗管理

・ 今回の対策に掲げる各施策については、国家戦略室及び内閣府が、

効果的・効率的な執行を図る観点から関係者に進捗状況の報告を

求め、必要に応じ改善措置を講じさせるなど、ＰＤＣＡサイクルに立

脚した進捗管理を徹底する。
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Ⅱ．具体的な対策

１．雇用―緊急対応策を強化するとともに、雇用戦略を推進する。

＜緊急対応＞

（１）雇用調整助成金の要件緩和

（２）貧困・困窮者支援の強化

（３）新卒者支援の強化

（４）緊急雇用創造の拡充

（５）保育サービスの拡充等女性の就労支援

＜成長戦略への布石＞

（１）雇用・生活保障システムの確立

（２）「雇用戦略」の本格的な推進

＜緊急対応＞

（１）雇用調整助成金の要件緩和

企業の雇用維持努力への支援を強化するため、雇用調整助成金の支給要件の緩

和を本年１２月から緊急的に実施する。

＜具体的な措置＞

○雇用調整助成金の「生産量要件」の緩和

・ 雇用調整助成金の「生産量要件」について、現行要件に加え、赤字の企

業については、企業規模にかかわらず、「前々年比１０％以上減」の場合

も支給対象とすることとし、本年１２月から実施する。
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（２）貧困・困窮者支援の強化

求職中の貧困・困窮者が、再び「派遣村」を必要とすることなく、安心して生活が送れ

るようにするため、支援策を強化する。

＜具体的な措置＞

○実効ある貧困・困窮者支援（「第２のセーフティネット」）の確立

（ｱ）「ワンストップ・サービス・デイ」の実施支援

・ 「ワンストップ・サービス・デイ」の試行実施を踏まえた展開

（ｲ）ハローワークのワンストップ相談機能の充実

・ ハローワークに「住居・生活支援アドバイザー（仮称）」を配置し、第 2 のセ

ーフティネットの各種支援制度についてのワンストップサービス（総合相談

と実施機関への的確な誘導）を実施

（ｳ）「住まい対策」の拡充

・ 「住宅手当」や、空き社員寮等の借上げによる「緊急一時宿泊施設」の設

置等の継続的支援

（ｴ）各支援制度の運用改善

・ 支援を必要とする人が各種の貧困・困窮者支援制度に確実につながるた

めの各支援制度の運用改善

（ｵ）職業訓練とその期間中の生活保障を行う求職者支援制度の創設に向け

た検討（後述）

○解雇者・多重債務者等への民事法律扶助

・ 日本司法支援センターにおける労働問題等の解決に向けた民事法律扶

助事業の迅速な実施

（３）新卒者支援の強化

来春以降厳しい求人情勢が見込まれる新卒予定の学生・生徒の就職支援を強化し、

第２の「ロスト・ジェネレーション」をつくらないようにする。

＜具体的な措置＞

○新卒者の就職支援態勢の強化
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（ｱ）大学等の「就職相談員」の配置促進

・ 大学等における就職相談員（キャリアカウンセラー等）の配置促進による

就職相談の充実、就職力を高めるキャリアガイダンスの推進

（ｲ）「高卒・大卒就職ジョブサポーター」の更なる緊急増員

・ 就職支援の専門職である「高卒・大卒就職ジョブサポーター」を更に増員

する。

（ｳ）関係機関の連携強化

・ ハローワークにおける緊急学卒支援窓口の設置による高校との連携強化

○「就活支援キャンペーン」の展開

（ｱ）就職説明会の積極的な開催と周知徹底

（ｲ）採用意欲のある中小企業等の掘り起こし加速

・ 「雇用創出企業」のリストを年内に公表

・ インターンシップの拡充、求人企業の開拓等により、中小企業と新卒者の

マッチングを図る。

（ｳ）求人拡大への要請

・ 経済団体、業界団体への求人拡大の要請

・ 労働局と都道府県の連携による求人拡大の要請

○未就職卒業者の就職支援の強化

（ｱ）新卒者体験雇用事業の創設

・ 未就職卒業者の体験雇用を受け入れる事業主に対して新卒者体験雇用

奨励金（仮称）を支給

（ｲ）「未就職卒業者向け」職業訓練の実施及び訓練・生活支援給付の拡充

・ 緊急人材育成支援事業を活用し、未就職卒業者向け職業訓練コースを設

置。あわせて、訓練・生活支援給付に係る対象者の拡充を図る。

（ｳ）重点分野での雇用支援

・ 重点分野における雇用の創造（後述）に当たっての未就職卒業者の雇用

への配慮
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（４）緊急雇用創造の拡充

成長分野を中心とした雇用創造を推進するため、先般策定した「緊急雇用創造プロ

グラム」の拡充を図る。

＜具体的な措置＞

○重点分野における雇用の創造

・ 介護、医療、農林、環境・エネルギー、情報通信、観光、地域社会雇用等

の分野における新たな雇用機会の創出、地域ニーズに応じた人材育成を

推進する。

○地域社会雇用創造事業の創設

（ｱ）社会起業インキュベーション事業

・ ＮＰＯや社会起業家など社会的企業等の創業・事業化を通じて、「地域社

会雇用」を創造する。このため、社会起業プラン・コンペティションを通じて、

スタートアップ等を支援する。
（ｲ）社会的企業人材創出・インターンシップ事業

・ 社会的企業分野におけるインターンシップを含めた人材創出に取り組む。

○観光立国の実現に向けた施策の推進

・ 休暇取得・分散化の促進等による国内旅行促進、観光圏の整備促進、査

証審査体制の整備を踏まえた中国個人観光査証（ビザ）の最大限の活用

等による外客誘致促進等の効果的な施策展開を加速する。

○その他

・ 建設労働者の雇用の確保及び再就職の促進

・ 建設企業の成長分野展開を図るため、経営相談窓口における相談体制

の拡充、情報の周知、共有化の促進

・ 海運事業者の計画的な雇用確保支援による若年船員の就職の促進

（５）保育サービスの拡充等女性の就労支援

女性が働きやすい環境づくりのため、良質な保育サービス等の拡充、母子家庭等の

在宅就業の支援に取り組む。

＜具体的な措置＞
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○待機児童解消への取組

・ 地域の余裕スペースの活用等による認可保育所の分園等設置の促進、家

庭的保育の拡充により、待機児童の大半を占める低年齢児の良質な保育

を拡充する。

・ 沖縄県においては、独自の事業基金を活用した補助制度の見直しにより

認可外保育施設の認可化や質の向上の取組を推進する。

○母子家庭等の在宅就業支援

・ 仕事と家庭の両立を図りやすい働き方として、母子家庭等の「在宅就業」

の拡大を図るための自治体の取組をさらに推進する。

○「育児・介護休業トラブル防止指導員（仮称）」の設置

・ 「育休切り」等のトラブル防止のための周知・指導や相談を実施する。

＜成長戦略への布石＞

緊急対応として、雇用維持・確保を中心とする「守り」を強化する一方で、「攻め」の取

組として、雇用・生活保障システムの確立をはじめ積極的な雇用戦略を展開する。

（１）雇用・生活保障システムの確立

○トランポリン型の「第２のセーフティネット」の確立

・ 非正規労働者や長期失業者等に対し、職業訓練とその期間中の生活保

障を行う求職者支援制度の創設に向けた検討

○雇用保険制度の機能強化

・ 非正規労働者に対するセーフティネット機能強化の観点から適用範囲の

拡大について検討を進める。

・ 雇用調整助成金の要件緩和にあわせ、平成 22 年度からの失業等給付に

係る国庫負担の引上げについては、雇用保険制度の安定的運営を確保

するため、平成21年度第２次補正予算において対応する。

・ 平成23年度以降については、平成23年度予算編成過程において検討し、

安定財源を確保した上で、国庫負担を本則（25％）に戻す。これを雇用保

険法の改正に盛り込む。
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（２）「雇用戦略」の本格的な推進

○（１）のほか、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、女性・

高齢者・障がい者等の労働参加促進や多様な働き方の確保などを

内容とする「雇用戦略」の本格的な推進に取り組む。その際、雇用

における適切な労働条件の確保に留意する。
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２．環境
―地球温暖化対策と景気回復の両立を目指す

＜「エコ消費３本柱」の推進＞

（１）家電エコポイント制度の改善

（２）エコカー補助の延長等

（３）住宅版エコポイント制度の創設等

＜成長戦略への布石＞

（１）森林・林業再生の加速

（２）環境・エネルギー技術への挑戦

（３）交通・産業、地域の低炭素化の推進

（４）システムの海外展開等による地球温暖化対策事業等の推進

（５）資源確保支援

（６）再生可能エネルギー全量買取制度の導入の検討

（７）省エネ・環境基準の強化等

＜「エコ消費３本柱」の推進＞

環境性能の高い家電、自動車、住宅等の普及を促進し、家計の温暖化対策を加速

するとともに、景気回復に貢献する。

（１）家電エコポイント制度の改善

＜具体的な措置＞

○エコポイント制度の改善

（ｱ）エコポイント制度の延長（平成22年末まで）

・ 省エネ家電（地上デジタル放送対応テレビ、エアコン、冷蔵庫）の購入を対
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象とするエコポイント制度を 9か月延長する（平成22年12月31日まで延

長）。あわせて、利用者の利便性を考慮し、申請手続きを改善する。

（ｲ）対象家電の省エネ基準の強化

・ テレビのトップランナー基準を強化し、2012年度までに達成すべき高い省

エネ目標基準値を設定する。これに伴い、エコポイントの対象となるテレビ

を、より省エネ性能の高い製品に限定する。

（ｳ）ＬＥＤ電球等の利用促進

・ エコポイント上の優遇措置を設け、省エネ効果の高い LED 電球など即時

交換対象商品（ＬＥＤ電球、電球形蛍光灯、充電式ニッケル水素電池）へ

の商品交換を促進する。

（２）エコカー補助の延長等

＜具体的な措置＞

○環境対応車への購入補助の延長等

（ｱ）購入補助の延長（平成22年9月末まで）

・ 環境対応車の購入に対して一定額を補助する制度を6か月延長（平成22

年9月30日まで延長）

（ｲ）省エネ法に基づく燃費規制による更なる燃費改善

・ 現在の2010年度燃費基準よりも更に厳しい2015年度燃費基準の達成に

向けた燃費改善を促進

（３）住宅版エコポイント制度の創設等

＜具体的な措置＞

○住宅版エコポイント制度の創設

・ エコ住宅の建設、エコ住宅へのリフォームに対して住宅版エコポイントを

付与する制度を創設

○高効率の太陽熱利用システムの住宅への設置普及に関する実証

事業
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＜成長戦略への布石＞

（１）森林・林業再生の加速

利用間伐を進めるため、人材育成、高性能機械化、施業集約化によるコスト削減を

図るとともに、国産材の需要を創出し、森林・林業の再生を図る。

＜具体的な措置＞

○集約化と利用間伐の推進に資する人材の育成と施業の効率化

・ 集約化に必要な森林施業プランナーを育成する。また、先進林業機械の

導入を進めるとともに、これを効率的に稼働させるオペレーターや、低コ

ストで耐久性のある路網作設を行うオペレーターの養成を図る。

○森林・林業再生プラン(仮称)の実践

・ 先行地域において、地域の全体計画に基づき路網整備、境界確定、高性

能林業機械を活用した利用間伐の実践的取組を実施する。

○木材利用の推進

・ 防火性能向上に係る建築物の性能認定や、２×４住宅における部材開発

等、地域材を活用した木材製品の実用化を図る。

・ 地域材を活用した展示住宅の整備等による木造住宅の振興

（２）環境・エネルギー技術への挑戦

地球温暖化対策に資する先端研究設備の整備等を行うとともに、今後数年で実用化

が見込まれる有望な環境・エネルギー技術の実証実験を進める。

＜具体的な措置＞

○環境・エネルギー技術への挑戦

（ｱ）グリーンイノベーションの推進

・ 低炭素社会の実現に不可欠な素材の開発等、革新的な環境技術開発の

前倒しや低炭素社会システムの実現に向けた取組の推進

（ｲ）環境先端技術研究の推進

（ｳ）低炭素社会構築に向けた研究基盤整備

（ｴ）自動車用電池の規格統一化

・ 自動車用電池について、規格の統一化を図る。
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（ｵ）ＬＥＤ照明の国際標準化の推進

・ ＬＥＤ照明に関して、省エネ性能等を評価するために必要な測光方法の

標準化を進める。

（３）交通・産業、地域の低炭素化の推進

多様なエネルギーの効率的利用や二酸化炭素等の削減に向けた交通や産業、地

域における取組を支援する。

＜具体的な措置＞

○交通・産業における環境配慮の取組への支援等

（ｱ）物流・交通の低炭素化

・ 海上交通の低炭素化促進、グリーン物流パートナーシップ会議の取組の

拡充等による物流・交通の低炭素化

（ｲ）「通勤交通グリーン化推進プログラム」の推進

・ ｢グリーン通勤の日｣の設定などにより、マイカーから自転車、鉄道、バス等

への転換を促進する取組を推進

（ｳ）国内クレジット制度の更なる推進

・ 地方自治体等との連携強化により、地域の中小企業等の CO2 排出削減

支援を通じ、我が国の６％削減約束の達成に貢献

（ｴ）地球温暖化対策加速化支援無利子融資事業の推進

（ｵ）低炭素型雇用創出産業の国内立地の推進

○地域における環境配慮の取組への支援等

（ｱ）「緑の分権改革」の推進

（ｲ）情報通信技術を用いた地球温暖化対策の推進

（ｳ）農山漁村の環境力強化

・ 農山漁村の環境力（太陽光、バイオマス等）の活用に向けた地域の実証

的な取組を推進

（ｴ）ＩＴを活用した暮らしの低炭素化の推進

（ｵ）中核市・特例市グリーンニューディール基金の創設、チャレンジ25地域づ

くり事業の推進
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（ｶ）温室効果ガス排出削減・吸収クレジット創出支援事業の推進

・ 中小企業や農林業等の地域における温室効果ガス排出削減・吸収プロジ

ェクトを支援

（４）システムの海外展開等による地球温暖化対策事業等の推進

鳩山イニシアティブも踏まえ、低炭素型・環境対応インフラ／システム等の海外展開

を積極的に支援する等、海外での地球温暖化対策事業等を推進する。

＜具体的な措置＞

○低炭素型・環境対応インフラ等のシステムの海外展開等の推進な

ど海外での地球温暖化対策事業の強化等

（ｱ）貿易保険・金融支援

・ 貿易保険を活用した民間分野のリスクファイナンスの取組の強化

・ 国際協力銀行による民間との協調融資等によるリスクファイナンスの取組

の強化

（ｲ）低炭素型・環境対応インフラ等のシステムの海外展開支援

・ 低炭素型・環境対応インフラ等について、システムとしての海外展開を支

援するため、我が国企業が包括的に事業を実施するためのコンソーシア

ム形成支援

（ｳ）地上デジタル放送日本方式普及

（ｴ）気候変動による洪水、旱魃、食糧不足や森林減少・劣化等に対応したア

ジア・アフリカ等への緊急支援

（５）資源確保支援

＜具体的な措置＞

○我が国企業による資源上流権益の確保に向けた支援の強化

・ （独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（ＪＯＧＭＥＣ）による、金属鉱物（レ

アメタル等）分野における開発・生産段階にある鉱山権益等の取得に対す

る支援制度の創設
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・ 石油・天然ガス及び金属鉱物（レアメタル等）の上流権益確保支援の原資

として、ＪＯＧＭＥＣによる政府保証借り入れを可能とする制度改正

○レアメタル確保支援
・ レアメタル探査の加速、レアメタル国家備蓄の強化

（６）再生可能エネルギー全量買取制度の導入の検討

再生可能エネルギー（太陽光、風力、小水力、バイオマス、地熱等）の全量買取制

度の導入を検討する。

＜具体的な措置＞

○再生可能エネルギー全量買取制度の導入の検討

（７）省エネ・環境基準の強化等

予算措置によるインセンティブとあわせて、国民生活や経済活動における地球温暖

化対策を推進するため、省エネ法に基づく省エネ基準等関係する基準やルールの

見直し等を進める。

＜具体的な措置＞

○省エネ法に基づく省エネ基準の見直し

(ｱ)建築物の省エネ判断基準の見直し

(ｲ)エコポイントの対象省エネ家電の省エネ基準の強化（テレビ）（再掲）

(ｳ）自動車の燃費基準の強化

○排出抑制等指針の拡充

○白熱電球の２０１２年までの省エネランプへの生産切替えの推進

○２００Ｖ化

・ 家庭内における電気供給の２００Ｖ化の推進を検討する。
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３．景気
―金融対策によって景気の下支えを行うとともに、デフレの進行に伴う実

質金利上昇の下で抑制されている住宅投資・設備投資等への支援な

どにより景気回復を目指す。

＜金融対策＞

（１）「景気対応緊急保証」の創設等

（２）セーフティネット貸付等の延長・拡充

（３）中小企業等に対する金融の円滑化等

（４）中堅・大企業の資金繰り対策

（５）デフレ下の実質金利高への対応策

（６）我が国企業の海外事業の資金繰り支援等

＜住宅投資＞

（１）住宅金融の拡充

（２）住宅税制の改正

（３）住宅版エコポイント制度の創設等（再掲）

＜金融対策＞

（１）「景気対応緊急保証」の創設等

景気対応緊急保証の創設等により、中小企業者等に対する金融機関からの円滑な

資金供給を促進する。

＜具体的な措置＞

○「景気対応緊急保証」の創設等
(ｱ)「景気対応緊急保証」の創設
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・ 来年３月末で期限切れを迎える現行の緊急保証制度について、その対

象業種の指定基準や、利用企業の認定基準を改め、現下の厳しい経済

状況において、例外業種を除き、全業種の中小企業が利用可能となる

ような、使い勝手を高めた信用保証制度に変更する（平成22年度末ま

での時限措置）。

(ｲ)保証枠

・ 現行の緊急保証枠を活用するほか、新たに６兆円を追加

（２）セーフティネット貸付等の延長・拡充

日本政策金融公庫や商工組合中央金庫等のセーフティネット貸付等の延長・拡充

により、中小企業者等への円滑な資金供給を行う。

＜具体的な措置＞

○セーフティネット貸付等の延長・拡充
（ｱ）期限の延長・枠の拡充

・ 期限の延長（平成22年度末まで）

・ 貸付枠・条件変更目標の追加（約４兆円）

（ｲ）日本政策金融公庫等の金利引下げ措置等の継続・強化

・ 雇用維持・拡充対応の金利引下げの強化

・ 売上減少対応の金利引下げの継続 等

（ｳ）沖縄振興開発金融公庫による金融セーフティネットの確保

・ セーフティネット貸付及び沖縄独自制度(観光、離島振興など)に係る

拡充措置の適用期限の延長など

（３）中小企業等に対する金融の円滑化等

「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」を年末

の資金繰りに対応できるよう施行するとともに、その他の措置とあわせ、中小企業等

に対する金融の円滑化を図る。また、中小企業支援施策の「ワンストップサービス」

を推進する。

＜具体的な措置＞

○「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関

する法律」の施行等
（ｱ）「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する

法律」の施行
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（ｲ）法律の実効性を高めるための検査・監督上の措置

・ 検査マニュアル、監督指針の改定等

○下請建設企業支援
・ 下請建設企業の経営を支えるための金融支援

○中小企業支援施策の「ワンストップ・サービス・デイ」の開催
・ 年末に、関係機関の協力の下、利用者が一つの窓口で必要な各種支援

サービス（資金繰り相談、新事業展開などの経営相談、雇用調整助成金の

相談など）の利用ができるよう、「ワンストップ・サービス・デイ」を開催する。

（４）中堅・大企業の資金繰り対策

中堅・大企業に対する資金繰り支援により、企業金融面の目詰まりによる景気の腰折

れを防止する。

＜具体的な措置＞

○日本政策投資銀行等による「危機対応業務」の延長等
・ 日本政策投資銀行等による危機対応業務（長期資金貸付け等）の延長（平

成22年3月末→平成23年3月末）

・ 産業活力の再生及び産業活動の革新に関する特別措置法に基づく出資

円滑化制度の延長（平成22年3月末→平成22年9月末）

（５）デフレ下の実質金利高への対応策

デフレの進行に伴う実質金利上昇と円高の下で抑制されている設備投資等の下支

えや返済負担の軽減を図る。

＜具体的な措置＞

○デフレに伴う実質金利高の軽減制度

・ デフレ経済下で、長期の設備投資等を行う企業に対し、危機対応業務の

スキームも活用しつつ、民間金融機関及び政府系金融機関からの借入金

利について、2 年間、物価下落に対応して(*)、０．５％の引下げを図る。

（金利引下げの融資規模：民間金融機関も活用できる危機対応業務のス

キームを通じた融資3.7兆円、日本政策金融公庫1.3兆円）

(*)物価については、半期ごとに、消費者物価が前年に比して下落しているかによって、

主務大臣が判断を行い、引下げを各機関に指示
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○既往貸付の返済負担の軽減

・ デフレ経済下で、既往貸付の返済負担に苦しむ中小企業に対する民間

金融の条件変更に積極的に対応するため、信用保証制度を支える日本政

策金融公庫の財政基盤を強化

○為替変動により影響を受ける地域・中小企業の支援

・ 円高の影響を受ける地域・中小企業の海外販路開拓支援を行う。

（６）我が国企業の海外事業の資金繰り支援等

国際協力銀行（JBIC）や貿易保険を活用した我が国企業の海外事業の資金繰り支

援を図る。また、貿易保険を活用した中小企業等の海外進出の促進を図る。

＜具体的な措置＞

○国際協力銀行による海外事業支援緊急業務の延長

○国際協力銀行による本邦金融機関向けツー・ステップ・ローンの追

加実施

○貿易保険を活用した我が国企業の海外進出の促進

・ 貿易保険が付保された中小企業の輸出代金債権の流動化促進、貿易保

険による我が国企業の海外子会社向け資金繰り支援の拡充の延長

＜住宅投資＞

（１）住宅金融の拡充

（独）住宅金融支援機構の優良住宅取得支援制度に係る時限的な金利の大幅引下

げ等により、住宅投資の拡大を図る。

＜具体的な措置＞

○優良住宅取得支援制度（フラット３５Ｓ）の金利の大幅な時限的引

下げ等

・ 平成22 年 12 月末までの優良住宅の取得に対し、金利引下げ幅を時限的

に現行の0．3％から1．0％に拡大する。

・ 住宅融資保険の保険料率の引下げを実施する。
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（２）住宅税制の改正

○２２年度税制改正において、住宅投資の促進に資する贈与税の措

置を講ずる。

（３）住宅版エコポイント制度の創設等（再掲）

＜具体的な措置＞

○住宅版エコポイント制度の創設（再掲）

・ エコ住宅の建設、エコ住宅へのリフォームに対して住宅版エコポイントを

付与する制度を創設

○建築確認手続き等の運用改善

・ 建築確認審査の迅速化及び申請図書の簡素化を図るため、建築基準法

における建築確認手続き等の運用を改善
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４．生活の安心確保

―医療等国民生活の安心を確保する。

（１）現行高齢者医療制度の負担軽減措置等

（２）新型インフルエンザ対策の強化

（３）医療体制の整備等

（４）災害復旧等

（１）現行高齢者医療制度の負担軽減措置等

国民の医療に対する安心を確保するため、現行高齢者医療制度廃止までの間、高

齢者の負担軽減措置を平成２２年度も継続するための財政措置を講じるとともに、生

活保護、医療保険を通じた生活支援を確保する。

＜具体的な措置＞

○現行高齢者医療制度の負担軽減措置の継続

・ 70～74 歳の窓口負担軽減措置、被用者保険の被扶養者であった方及び

低所得者の保険料軽減措置を継続する。

○生活保護、医療保険による生活支援

・ 生活保護、医療保険について、平成21年度に必要となる追加財政措置を

講じる。

（２）新型インフルエンザ対策の強化

新型インフルエンザワクチンの生産能力向上等を図る。

＜具体的な措置＞

○新型インフルエンザ対策の強化

（ｱ）国産ワクチン生産能力向上

・ 細胞培養法を開発し、現在の鶏卵培養法では１年半～２年を要する全国民

分の新型インフルエンザワクチンを約半年で生産可能な体制を構築する。
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（ｲ）新型インフルエンザワクチン接種費用の助成

・ 低所得者に対し新型インフルエンザワクチンの接種費用を助成する。

（ｳ）医療機関における設備整備

・ 新型インフルエンザ患者を受け入れる医療機関における必要な設備（人

工呼吸器等）を整備する。併せて、医療体制が円滑に機能するような環境

整備を進める。

（３）医療体制の整備等

小児科、産科、救急医療等の医療体制の緊急的な整備等を進める。

＜具体的な措置＞

○大学病院の機能強化

・ 周産期医療環境整備のためのＮＩＣＵ（新生児集中治療室）病床等を整備

・ 救急医療の最先端機器の整備、病院基盤設備の更新

○医師不足解消に向けた取組

・ 地域の医師確保等に向けた大学医学部の教育環境の整備

○難病克服に向けた研究推進

・ iPS細胞を用いた難病研究を促進する為の研究基盤整備

○最近の犯罪情勢を踏まえた鑑定体制の強化

○世界エイズ・結核・マラリア対策基金への拠出

・ 来年１～３月の基金の医療経費の不足分を緊急に拠出

（４）災害復旧等

本年に発生した豪雨、台風等による災害及び過年発生災害についての早期復旧と

再度災害の防止等に万全を期す。
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５．地方支援

―本対策の推進等に取り組む地方公共団体を支援する。

（１）地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等の支援

（２）国税収入の減少に伴う交付税減少額の補てん等

（１）地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等の支援

電線の地中化、都市部の緑化など地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等を

支援する。

＜具体的な措置＞

○地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等を支援する交付金

の創設

・ 地方公共団体において、危険な橋梁の補修、景観保全の必要性の高い

地域における電線の地中化や都市部の緑化、森林における路網整備に

ついて、きめ細かな事業を実施できるよう支援する。これにより、観光需要

や地元雇用の拡大等による地域の活性化が期待される。

（２）国税収入の減少に伴う交付税減少額の補てん等

地方公共団体に必要な財源を適切に確保するため、21 年度の国税収入の減額補

正に伴う地方交付税の法定率分減少額３兆円程度と同額について一般会計からの

繰入れを行い、当初予算の地方交付税総額を確保するとともに、地方税等の減収に

ついて減収補てん債等適切な措置を講じる。
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６．「国民潜在力」の発揮

―「ルールの変更」や社会参加支援を通じて、国民の潜在力の発揮によ

る景気回復を目指す。

（１）「制度・規制改革プロジェクト（仮称）」

（２）「『新しい公共』推進プロジェクト（仮称）」

（３）「働く人の休暇取得推進プロジェクト（仮称）」

（１）「制度・規制改革プロジェクト（仮称）」

新たな需要創出に向けて、これまで大きな岩盤に突き当たり、停滞していた制度・規

制改革に正面から取り組む。

①制度・規制改革

新たな需要創出に向けた規制改革の重要課題については、行政刷新会議において

下記を含む重点テーマを設定し、その実現に向け積極的に取り組む。

＜具体的な措置＞

○幼保一体化を含めた保育分野の制度・規制改革

― 幼保一体化を含め、新たな次世代育成支援のための包括的・一元的な制度

の構築を進める。

― このため、主担当となる閣僚を定め、関係閣僚の参加も得て、新たな制度に

ついて平成２２年前半を目途に基本的な方向を固め、平成２３年通常国会ま

でに所要の法案を提出する。

（ｱ）利用者本位の保育制度に向けた抜本的な改革

・ 利用者と事業者の間の公的契約制度の導入、保育に欠ける要件の見直し、

利用者補助方式への転換の方向など、利用者本位の制度を実現する。ま

た、保育料設定の在り方について、水準の在り方も含め、制度設計の中で

検討する。
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（ｲ）イコールフッティングによる株式会社・NPOの参入促進

・ 株式会社、ＮＰＯ・社会的企業も含めた更なる参入促進を図るべく、客観

的基準による指定制度の導入を検討する。

・ また、施設整備補助の在り方、運営費の使途範囲・会計基準等の見直しに

ついても、制度設計の中で検討する。

（ｳ）幼保一体化の推進

・ 上記制度における新たな給付体系の検討等とあわせて、認定こども園制

度の在り方など幼児教育、保育の総合的な提供（幼保一体化）の在り方に

ついても検討し、結論を得る。

○環境・エネルギー分野での制度・規制改革

（ｱ）森林・林業再生に向けた路網整備に係る同意取付の仕組の整備

・ 路網整備に係る森林所有者の同意取り付け円滑化に向けたルールの整

備（実効性ある調停・裁定のルール等）につき、早急に検討に着手し、22

年度中に結論を得る。

（ｲ）新エネルギー等の導入に資する規制改革要望への対応

・ 工場立地法の緑地等面積の一部への太陽光発電施設の充当

― 太陽光発電施設の工場での導入促進を図るため、工場立地法の緑地等

面積の一部への太陽光発電施設の充当について、年度内に速やかに結

論を得る。

・ 地熱・工場廃熱の有効活用に向けた規制の見直し

― 工場等の未利用蒸気を活用する発電設備について、ボイラー・タービン

主任技術者の選任を不要とするか否かに関し、年度内に速やかに結論を

得る。地熱等を活用するものについても安全性の技術的検討を年度内の

できるだけ早期に開始する。
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②構造改革特別区域（特区）制度の活用

特区制度の活用により、新たな需要創出に向けた国民の創意や工夫に基づく提案

等の実現に取り組む。

＜具体的な措置＞

○特区制度の活用

・ これまでの特区提案（第１次～１６次）のうち、第 16 次提案につい

て処理を促進（来年１月中を目途に結論）するとともに、過去の未実

現の提案等の中から選定した提案の実現を図る。

・ 本対策の趣旨等に沿った新たな特区提案や特区計画申請を随時受付け、

速やかな処理に努める（平成２２年３月末まで）。

（２）「『新しい公共』推進プロジェクト（仮称）」

国民一人ひとりが、人を支えるという役割を積極的に担うことにより、新たな雇用の場

を創造する。そのため、ＮＰＯや社会起業家など「社会的企業」主導の「地域社会雇

用創造」を本格的に推進する。さらに、社会的企業の法制面の検討や関係者が幅広

く参加する「円卓会議」を開催する。

＜具体的な措置＞

○地域社会雇用創造事業の創設（再掲）

（ｱ）社会起業インキュベーション事業

・ ＮＰＯや社会起業家など社会的企業等の創業・事業化を通じて、「地域社

会雇用」を創造する。このため、社会起業プラン・コンペティションを通じて、

スタートアップ等を支援する。

（ｲ）社会的企業人材創出・インターンシップ事業

・ 社会的企業分野におけるインターンシップを含めた人材創出に取り組む。

○「社会的企業」の法制面の検討（寄付金税制を含む）

・ 国民の社会的活動への多様な参画を促進する観点から、社会的企業の

起業、活動が促進されるよう法制面から検討する（ＮＰＯなどの法人制度

のあり方や寄付金税制の問題も含む）。
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○「『新しい公共』を実現する円卓会議」の開催

・ 「新しい公共」の考え方を国民各層の自発的な取組や行動に結びつける

ため、ＮＰＯ・企業・学者等による対話・協働を行う場として、円卓会議を開

催する。

（３）「働く人の休暇取得推進プロジェクト（仮称）」

ワーク・ライフ・バランスやワーク・シェアリング推進の観点から、年次有給休暇や育

児休業等の取得促進、休暇分散取得等を政労使一丸となって推進し、経済・雇用創

出を目指す。

＜具体的な措置＞

○休暇取得促進に向けての政労使合意と取組

・ 「雇用戦略対話」等を通じて、政労使の合意形成と取組を推進

○休暇取得促進への支援措置（指針見直し等）

・ 休暇取得を促進するため、労働時間等設定改善法に基づく「指針」を見直

し、年次有給休暇を取得しやすい環境の整備に向けた関係者の取組の

促進を図る。また、「指針」を踏まえ、一定日数以上の連続した休暇の取得

など更なる具体的な改善措置を行った事業主を助成

○休暇分散取得等の推進（再掲）

・ ワーク・ライフ・バランスや観光振興の観点から、地域で休暇の分散取得・

長期取得を行う取組等を支援する。そのため、観光立国推進本部の活用

をはじめ政府全体の支援体制を作る。
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（本対策の国費・事業規模）
本対策の実施に伴う国費及び事業費の規模は、別紙のとお

り。本対策は、第１次補正予算の見直しにより捻出した財

源等を活用することとし、新規国債の追加発行は極力行わ

ない。

（注）本対策の経済効果及び雇用効果については、関連する予算や施策の内容を精査した上、明らか

にしていくこととする。
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「明日の安心と成長のための緊急経済対策」の規模
（単位：兆円）

国費 事業費

１．雇用 0.6程度 0.6程度

＜緊急対応＞ 0.3程度 0.3程度

＜成長戦略への布石＞ 0.4程度 0.4程度

２．環境 0.8程度 4.1程度

＜「エコ消費３本柱」の推進＞ 0.6程度 3.9程度

＜成長戦略への布石＞ 0.2程度 0.2程度

３．景気 1.7程度 18.6程度

＜金融対策＞ 1.2程度 10.4程度

＜住宅投資＞ 0.5程度 8.2程度

４．生活の安心確保 0.8程度 1.0程度

５．地方支援 3.5程度 3.5程度

＜きめ細かなインフラ整備支援の交付金＞ 0.5程度 0.5程度

＜交付税減少額の補てん等＞ 3.0程度 3.0程度

６．「国民潜在力」の発揮 ― ―

合 計 7.2程度 24.4程度

（注）「住宅版エコポイント制度の創設」については、２．「エコ消費3本柱」の推進、及び３．住宅投資に該当するため合計か

ら重複額を控除している。

（注） （注）

(別紙)



明日の安心と成長のための緊急経済対策

国土交通省関係施策

平成 21 年 12 月 8 日

１．雇用

（１） 観光立国の実現に向けた施策の推進

○ 休暇取得・分散化の促進等による国内旅行促進、観光圏の整備

促進、査証審査体制の整備を踏まえた中国個人観光査証（ビザ）

の最大限の活用等による外客誘致促進等の効果的な施策展開を

加速する。

（２） 建設企業の成長分野展開支援

○ 建設企業の成長分野展開を図るため、経営相談窓口における相

談体制の拡充、情報の周知、共有化の促進

（３） 若年船員の就職促進

○ 海運事業者の計画的な雇用確保支援による若年船員の就職の

促進

２．環境

（１） 事業用自動車に係る環境対応車への購入補助の延長等

○ 購入補助の延長（平成 22 年 9 月末まで）

・ 環境対応車の購入に対して一定額を補助する制度を６か月延

長（平成 22 年９月 30 日まで延長）

○ 省エネ法に基づく燃費規制による更なる燃費改善

・ 現在の 2010 年度燃費基準よりも更に厳しい 2015 年度燃費基

準の達成に向けた燃費改善を促進

（２） 住宅版エコポイント制度の創設

○ エコ住宅の建設、エコ住宅へのリフォームに対して住宅版エコ

ポイントを付与する制度を創設

（３） 木造住宅の振興

○ 地域材を活用した展示住宅の整備等による木造住宅の振興

経済対策 資料２



（４） 物流・交通の低炭素化

○ 海上交通の低炭素化促進、グリーン物流パートナーシップ会議

の取組の拡充等による物流・交通の低炭素化

（５） 「通勤交通グリーン化推進プログラム」の推進

○ 「グリーン通勤の日」の設定などにより、マイカーから自転車、

鉄道、バス等への転換を促進する取組を推進

（６） 省エネ法に基づく省エネ基準の見直し

○ 建築物の省エネ判断基準の見直し

○ 自動車の燃費基準の強化

３．景気

＜金融対策＞

○ 下請建設企業支援

・ 下請建設企業の経営を支えるための金融支援

＜住宅投資＞

（１） 住宅金融の拡充

○ 優良住宅取得支援制度（フラット 35Ｓ）の金利の大幅な時限

的引下げ等

・ 平成 22 年 12 月末までの優良住宅の取得に対し、金利引下

げ幅を時限的に現行の 0.3％から 1.0％に拡大する

・ 住宅融資保険の保険料率の引下げを実施する

（２） 住宅税制の改正

○ ２２年度税制改正において、住宅投資の促進に資する贈与税

の措置を講ずる。

（３） 住宅版エコポイント制度の創設等（再掲）

○ 住宅版エコポイント制度の創設（再掲）

・ エコ住宅の建設、エコ住宅へのリフォームに対して住宅版

エコポイントを付与する制度を創設

○ 建築確認手続き等の運用改善

・ 建築確認審査の迅速化及び申請図書の簡素化を図るため、

建築基準法における建築確認手続き等の運用を改善



４．生活の安心確保

○ 災害復旧等

・ 本年に発生した豪雨、台風等による災害及び過年発生災害につ

いての早期復旧と再度災害の防止等に万全を期す。

５．地方支援

○ 地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等の支援

～ 地方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等を支援する交付

金の創設

・ 地方公共団体において、危険な橋梁の補修、景観保全の必要性

の高い地域における電線の地中化や都市部の緑化、森林における

路網整備について、きめ細かな事業を実施できるよう支援する。

これにより、観光需要や地元雇用の拡大等による地域の活性化が

期待される。

６．「国民潜在力」の発揮

○ 特区制度の活用

・ これまでの特区提案（第１次～16次）のうち、第16次提案につ

いて処理を促進（来年１月中を目途に結論）するとともに、過去

の未実現の提案等の中から選定した提案の実現を図る。

・ 本対策の趣旨等に沿った新たな特区提案や特区計画申請を随

時受付け、速やかな処理に努める（平成22年３月末まで）。

○ 休暇分散取得等の推進（再掲）

・ ワーク・ライフ・バランスや観光振興の観点から、地域で休暇

の分散取得・長期取得を行う取組等を支援する。そのため、観光

立国推進本部の活用をはじめ政府全体の支援体制を作る。



「明日の安心と成長のための緊急経済対策」
国土交通省関連施策参考資料

経済対策 資料３

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

平成21年１２月１５日



ビジット・ジャパン・キャンペーンの取組み

２０１０年までに訪日外国人旅行者数を１，０００万人にするとの目標に向け、重点１２市場
を対象に、我が国の観光魅力を発信するとともに、日本への魅力的な旅行商品の造成等
を支援するビジット・ジャパン・キャンペーンを官民一体で推進。

英国

フランス ドイツ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

タイ

香港

中国 韓国

米国 オーストラリア

カナダ

台湾

訪日旅行者数の多い１２の国・地域

重点市場

※このほか、有望新興市場（インド、ロシア、マ
レーシア）において調査を実施
（2009年度からフィリピン・インドネシア・イタリア・スペイン・ベト

ナム・メキシコ・ＧＣＣ諸国においても調査に着手。）

認知度向上事業 誘客事業

我が国の観光魅力を発信するための事業
○海外メディアの日本への招請、取材支援
○海外のＴＶＣＭ等による広告宣伝
○ＷＥＢサイトによる情報発信
○海外の旅行博覧会等への日本ブース出展

認知度向上事業

フランス・日仏観光交流年バス車体広告
（２００８年3月）

香港・メディア招請事業
（仙台・２００８年８月）

魅力的な訪日旅行商品の造成・販売支援や、
青少年交流の拡大に向けた事業
○海外旅行会社の日本への招請、商談会の実施
○訪日旅行商品の共同広告
○訪日教育旅行の誘致

誘客事業

シンガポール・訪日教育旅行セミナー
（２００８年８月）

大規模商談会・YŌKOSO！JAPAN
トラベルマート（２００８年１０月）
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若年船員の就職促進
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1

船 員

陸 上

・ 海運業においては、船員の高齢化等による大幅な船員不足が生じるおそれがあるが、

海運事業者は比較的中小企業が多いことから、採用直後の新卒若年船員に対し、自ら

訓練を行ったり、資格を取得させることが困難。

・ 海運業者に対し、こうした新卒若年船員を計画的に採用し訓練等を積ませることを内

容とする海上運送法に基づく日本船舶・船員確保計画を策定させ、「船員雇用促進対策

事業」を活用して新卒若年船員の採用をサポート。

船員の雇用情勢は依然として低迷

月間有効求人・求職者数 有効求人倍率

２
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計画どおりに新卒若年船員を採用することが困難
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日本船舶・船員
確保計画

新卒若年船員の
採用計画を確実に
雇用につなげてい
くことを可能にする。

新卒若年船員の採用
や訓練を計画どおりに

実施できない
計画 現状

・各種の支援策を最大限活用し、ニーズに即した
支援に重点化

・現場における事業者への周知徹底
・事業の迅速的処理

により計画の実行を確実なものへ

今般の緊急雇用対策の内容

対
策

海運事業者

＝

効果



１２．５万円２５万円車齢13年超車から平成22年度燃費基準達成車へ

軽自動車登録車要件

環境対応車への購入補助

１８０万円８０万円車齢13年超車から新長期規制適合車へ

要件 小型（GVW3.5tｸﾗｽ）

４０万円

中型（GVW8tｸﾗｽ） 大型（GVW12tｸﾗｽ）

＜乗用車＞（登録車・軽自動車）

＜重量車＞（トラック・バス等）

①経年車の廃車を伴う新車購入補
助

②新車購入補助（経年車の廃車を伴わないもの）

５万円１０万円排気ガス性能４☆かつ平成22年度燃費基準＋15％以上

軽自動車登録車要件

約68億円（うち、ﾄﾗｯｸ60億円、ﾊﾞｽ8億円、ﾀｸｼｰ0.2億円）約7,400台（うち、ﾄﾗｯｸ6,600台、ﾊﾞｽ600台、ﾀｸｼｰ100台）

交付決定金額交付決定件数

※申請受付件数は約19,500台 ※12月7日現在

９０万円４０万円平成27年度燃費基準達成車かつNox又はPM+10%低減

要件 小型（GVW3.5tｸﾗｽ）

２０万円

中型（GVW8tｸﾗｽ） 大型（GVW12tｸﾗｽ）

＜乗用車＞（登録車・軽自動車）

＜重量車＞（トラック・バス等）

＜参考＞事業用車両交付実績

３



二重サッシ 複層ガラス

■ エコポイントの発行対象

補正予算の成立日以降に、原則として、工事が完了し、引き渡された住宅が対象
（ただし、新築住宅については、平成21年12月8日以降に建築着工したものに限る。）

住宅版エコポイント 三省合同事業
（経済産業省・国土交通省・環境省）

① エコリフォーム
・ 窓の断熱改修（内窓設置（二重サッシ化）、ガラス交換（複層ガラス化））
・ 外壁、天井又は床の断熱材の施工

※ これらに併せて、バリアフリーリフォームを行う場合、ポイントを加算

② エコ住宅の新築
・ 省エネ法のトップランナー基準（省エネ基準+α（高効率給湯器等））相当の住宅

■ エコポイントの交換対象

○ 家電エコポイントの交換対象商品等

※ 家電エコポイントに比べ、発行されるポイント数も大きくなることから、交換対象を多様化する予定

・商品券・プリペイドカード（環境寄付を行うなど環境配慮型のもの、公共交通機関利用カード）

・地域振興に資するもの（地域商品券、地域産品）

・省エネ・環境配慮に優れた商品 など
床：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ100mm

外壁：
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
100mm

天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ180mm

開口部(窓)：
ｱﾙﾐ二重ｻｯｼ
又は
ｱﾙﾐｻｯｼ＋
複層ｶﾞﾗｽ

省エネ基準を満たす住宅のイメージ
（戸建木造住宅・東京の例）

・ 省エネ法のトップランナー基準（省エネ基準+α（高効率給湯器等））相当の住宅
・ 木造住宅（省エネ基準を満たすものに限る）

４



木材利用の推進（地域材を活用した展示住宅の整備等による木造住宅の振興）

■ 補助の内容

地域材の活用促進に資する、以下の事業に対する補助を行う。

① 適切な間伐等により生産される木材を活用した木造展示住宅の整備

■ 制度概要

都市部の大消費地等において地域資源活用型の木造住宅を振興するため、地域材を活用した展示住
宅の整備等に対し、その費用を助成する。

適切な間伐等が行われている地域から生産され、かつ産地証明等がなさ
れている木材を活用した木造展示住宅を、住宅展示場等波及効果の高い
場所で整備を行うことに対する助成を実施。

② 地域材活用に関する現地での技術研修等の実施

住宅生産者等を対象とした木材生産等に係る技術研修会の開催費用
等に対する助成を実施

地域資源活用型
木造住宅
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海上交通低炭素化促進事業

他モードに比べ、低炭素化の遅れる海上交通について、省エネ効果の極めて高い機器の導
入を補助することで海上交通の低炭素化を加速させる。

船舶の高度な低炭素化に資する設備導入に対する補助【補助率１／２】

近年、景気の低迷等に伴い、フェリー等の海上輸送量が急激に低下、投資余力が急速に減退
しているところ。他方、船舶による輸送は他の輸送モードに比べ環境対応が遅れており、先
進的な省エネ化の取組みを支援することで、フェリー等の海上交通の低炭素化を促進する。

・燃焼効率を向上させる機器
（例）

・運航効率を向上させる船体改造・改修
（例）

【対象機器等の例】

・既存船舶の省エネ船への買換え
→ CO2排出量▲５％ 等

・推進効率を向上させる機器
（例）
プロペラボス取付翼→ CO2排出量▲５～７％ 等

・燃料改質器

着火性を改善し、燃焼速
度を向上させ、燃料費を
節約。

・プロペラボス取付翼

ハブ渦を消してエネ
ルギー損失を低減

・船首形状の改良

船首（水上部分）

船首（水中部）

船首正面から

（例）
燃料改質器→CO2排出量▲６～７％
主機関の改良→ CO2排出量▲５％程度 等

（例）
船首形状改良→ CO2排出量▲４～２０％
船底の低摩擦化→ CO2排出量▲３～８％

等
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荷主と物流事業者の連携 ～グリーン物流パートナーシップ会議～

主催：JILS・日本物流団体連合会・経済産業省・国土交通省 協力：日本経済団体連合会

グリーン物流パートナーシップ会議（世話人：一橋大学 杉山学長）平成１７年４月設立

会員会員 物流事業者・荷主企業・各業界団体・シンクタンク・研究機関・地方支分部局・地方自治体・個人物流事業者・荷主企業・各業界団体・シンクタンク・研究機関・地方支分部局・地方自治体・個人 等等

3,000超の企業・団体等が会員登録
（H21.10現在）

グリーン物流パートナーシップ会議の活動内容例グリーン物流パートナーシップ会議の活動内容例 （（荷主･物流事業者の協働によるCO2排出削減取組みへの支援）

トラック輸送効率化（共同輸配送等）

■CO2排出量算定方法の標準化

・「ロジスティクス分野におけるCO2排出量算定方法共同ガイドライン」を

鉄道・海運へのモーダルシフト

拠点集約による物流効率化

■グリーン物流の普及拡大に向けた広報・企画等

作成。

・ホームページの運営。
・シンボルマーク・ロゴマークの作成。
・優良事例の紹介や優良事業者への表彰式を実施。

＜拡充する取組み＞

荷主、物流事業者から構成される「グリーン物流パートナーシップ会議」の取組みを拡充し、

インセンティブ付与や省エネ法の更なる活用などを進めることにより、「物流トップランナー」を育成し、

モーダルシフトや共同輸配送等のグリーン物流を促進させる。
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実施前 実施後

公共交通
で通勤

（主にマイカー通勤者を対象） 鉄道駅

通勤バス

鉄道駅

パーク＆
ライドなど

通勤交通グリーン化

通勤交通グリーン化推進プログラム
「地域公共交通活性化・再生総合事業」の枠組みを活用し、通勤交通グリーン化に係る計画策定を支援

関係者の連携による通勤交通の
グリーン化を推進

自宅・寮など

職場

自宅・寮など
職場相乗り、自転車など

＜問題点＞
・渋滞の発生
・周辺環境の悪化
・従業員の遅刻、事故

地域ぐるみの取組

従業員への働きかけ
電車・バスの情報提供

路線バスのダイヤ改善・増便
通勤バス導入

等

通勤交通グリーン化の「トップランナー」となる地域の形成を促進

通勤の効率化による企業の生産性向上、CO2排出量削減の同時達成

渋滞緩和
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元請
建設企業

元請
建設企業

基金

保証料負担
助成

緊急リスク
軽減

○ 下請建設企業・資材業者の経営・雇用の安定、連鎖倒産の防止を図るため、ファクタリング会社が、下請建設企業等
の元請建設企業に対して有する債権について保証し、元請建設企業からの債権回収が困難となった際、下請建設企
業等に代位弁済して、下請代金等債権を保全。

○ 下請建設企業等が保証を利用しやすくするよう、保証料負担に対し助成するとともに、ファクタリング会社のリスクを軽
減する損失補償を実施し、下請建設企業等を支援。

○ 平成２３年３月３１日までの時限措置。

下請債権保全支援事業（仮称）

下請代金
の支払

下請代金
の支払

国

下請建設企業等

債権 債権

ファクタリング
会社

保証の設定

の支払

利用料支払

保証料

保証・下請代金等債権の保全

の支払
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■現行制度の概要

○住宅金融支援機構のフラット３５は、証券化手法を活用して、民間金融機関による長期固定金利住宅

ローン の供給を支援する制度。

○優良住宅取得支援制度（フラット３５Ｓ）は、フラット３５のうち、省エネルギー性能に配慮する等の優良な

住宅について、金利を引下げ、優良住宅の供給を促進する制度。

＜対象とする住宅 ＞省エネルギー性、耐震性、バリアフリー性及び耐久性・可変性のうち、いずれかの性

能が優れた住宅

＜金利引下げの内容＞当初10年間（長期優良住宅等は当初20年間） 0.3％引下げ

■対策の内容

住宅金融支援機構 優良住宅取得支援制度（フラット３５Ｓ）の金利引下げ幅拡大について住宅金融支援機構 優良住宅取得支援制度（フラット３５Ｓ）の金利引下げ幅拡大について

■対策の内容
フラット３５Ｓの金利引下げ幅を拡大する。（平成22年12月末まで）
現行 ０．３％ →対策後 １．０％ （特別な金利引下げ期間は、長期優良住宅等を含めて当初10年間）

■最近の実績
○平成21年度第一次補正予算等により、10割融資の導入、フラット３５Ｓの金利引下げ期間の拡大
（当初5年→10年（平成23年度末までの時限措置））等により、最近の活用実績は増加。

○平成21年度（４～11月）買取・付保申請件数：48,487件 （前年同期（36,827件）比： 約1.3倍）
うち、優良住宅取得支援制度：19,939件 （前年同期（13,407件）比：約1.5倍）

【前提条件】
融資額3,000万円
償還期間30年
融資金利（引下げ前）2.81％
（平成21年12月平均金利（21年以
上））

【毎月返済額・総返済額試算】

当初10年 11年目以降 当初10年
通常との差
（当初）

11年目以降
通常との差

（11年目以降）

通常のフラット３５ 123,427 - 123,427 -

優良住宅
（現行：△0.3％）

2.51% 2.81% 118,692 ▲4,735 121,991 ▲1,436

優良住宅
（対策後：△1.0％）

1.81% 2.81% 108,057 ▲15,370 118,538 ▲4,889

区分
金利

2.81%

毎月返済額

（単位：円）
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■制度概要

住宅融資保険制度は、民間金融機関による住宅ローンについて、住宅金融支援機構が保険引受け

によるリスク補完を行うことにより、その供給の円滑化を図る制度。

住宅ローン
利用者

債権・
債務関係

金融機関
(保険契約者)

保険関係

融資

返済

信用

補完

住宅金融
支援機構
(保険者)

住宅金融支援機構 住宅融資保険制度の保険料率引下げについて住宅金融支援機構 住宅融資保険制度の保険料率引下げについて

■対策の内容
住宅融資保険の保険料率について、更なる引下げを行う。
（平成22年12月末まで）

■最近の実績
○住宅融資保険制度を新規に活用する民間金融機関が増加

平成２０年度末：２０６機関 ⇒ 平成２１年度１０月末 ２２５機関（約1.1倍）

○H21年度一次補正による経済対策実施後（H21.7～9月）、付保実績が増加
付保実績：1,114億円 （対前年同期（ 319億円）比約3.5倍）

5,374件 （対前年同期（1,774件）比約3.0倍）

※新規参入金融機関

（保険料の事例）

現行（H21.6以降） 対策後

0.16 0.11

0.18 0.13

※0.20 ※0.15

0.25 0.20

保険料率
（年、％）
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予算編成の基本方針 
 

平成 21 年 12 月 15 日 

閣 議 決 定 

   

１． 経済・社会の現状 

 ――歴史的転換点に立って 
 

日本経済の直近の動向を見ると、景気は、持ち直してきているが、

高い失業率や下落傾向にある物価水準など依然として情勢は厳しい。

先行きも、雇用環境の一層の悪化や円高、デフレによる景気抑制圧力

の拡大、財政悪化に伴う長期金利の上昇などの懸念材料が存在し、予

断を許さない。こうした中で国民は、日々の生活に不安を抱え、将来

不安はますます増大している。 

中長期的には、日本社会は人口減少と超高齢化が同時に進行すると

いう人類史上類例のない事態を迎えているほか、地球温暖化をはじめ

とした人類の生存に関わる地球規模の脅威にも直面している。 

このような状況の下、歴史的な政権交代を経て誕生した新政権が編

成する初めての予算においては、右肩上がりの経済成長の前提のもと

での旧来型の資源配分や行政手法を転換し、経済社会の構造や重視す

べき価値を変え、国民生活に安心と活力をもたらす第一歩を踏みだす

ものとすることが必要である。 

 

 

２． 予算編成の基本理念 

――既存の「官」のあり方を問い直す 
 

予算編成とは、貴重な国民の税金をどのように用いるか、選択を行

う作業に他ならない。現在の国民のみならず、未来の国民に対しても

責任を持つ選択を行うのが政治の役割である。未来を創る子ども達の

ために必要な政策を実行するため、政治が最大限の努力を行わなけれ

ばならない。以下のような基本理念に立ち、全閣僚、全政務三役が一

丸となって、責任ある予算編成に取り組むこととする。 

 

（１）「コンクリートから人へ」 

新政権は、「コンクリートから人へ」の理念に立ち、税金の使い

途を徹底的に見直し、予算の中身を抜本的に変革する。 

政治や行政が予算を増やせばすべての問題が解決され、景気や経

 
 



 
 

済成長に効果がある、との考え方はとらない。「金より知恵を出す」

姿勢に立ち、限られた資源をより効果的に配分する。特に、ハコモ

ノや護送船団的な施策に偏った旧来型の非効率な予算から脱却して、

中間段階での税金の無駄の排除を徹底し、最終的な需要者にお金が

直接届く施策を行う。 

また、医療・介護をはじめとする社会保障分野への投資は、幅広

い雇用の受け皿を国民に提供するだけでなく、中期的には高い投資

効果が期待できる。 

こうした観点から予算の中身を見直し、必要性の高い分野への重

点的な投資を行うことこそが、最大の経済刺激策であり、持続的か

つ安定した経済成長の土台となる。 

 

（２）「新しい公共」 

   新政権は、人と人が支え合い、役に立ち合う「新しい公共」の概

念を目指した予算を作成する。 

   予算をはじめとする資源の配分を通じて、中央の「官」が公共政

策の担い手の立場を独占することを改め、国民一人ひとりが「自立

と共生」の理念を育み、社会の「絆」を再生し、人と人の信頼関係

を取り戻していく社会を作る。人を支え、人の役に立つことを喜び

とする新しい価値を創り出していく。 

 

（３）「未来への責任」 

   新政権は、少子化や温暖化といった社会・経済の歴史的な転換点

において、高い志と豊かな構想力をもって、新たな飛躍と充実の路

を見出していく。 

その観点から財政のあり方を根本から見直し、しがらみや既得権

益を断ち切り、「未来への責任」を果たしうる、戦略的な税財政の

骨格を作る。 

 

（４）「地域主権」 

「地域のことは、地域で決める」、地域主権の確立に向けた制度

改革に取り組むとともに、地域に必要なサービスを確実に提供でき

るよう、地方財政の所要の財源を確保することで、住民生活の安心

と安全を守るとともに地方経済を支え、地域の活力を回復させてい

く。 

 

（５）経済成長と財政規律の両立 

新政権は、経済成長と財政規律を両立させる予算を編成する。 

「経済なくして財政なし」。健全な経済のないところに、健全な



 
 

財政も存立しえない。したがって経済成長や国民生活の安定、セー

フティネットの強化という観点からも、財政の持続可能性を高めて

いく。 

 

以上の基本理念のもとで予算を編成した上で、今後の経済運営に当

たっては、国民の暮らしに直結する名目の経済指標を重視するととも

に、デフレの克服に向けて日本銀行と一体となって強力かつ総合的な

取組を行う。また、平成 21 年度第２次補正予算と平成 22 年度予算を

一体として切れ目なく執行することにより、景気が再び落ち込むこと

を回避し、着実に回復させるとともに、将来の安定的な成長につなが

る予算としていく。これにより、民需は底堅く推移し、自律的な成長

軌道に向けて、景気は緩やかに回復していくものとみられる。 

 

３．平成 22 年度予算の重点分野 

――「人間のための経済」 
 

新政権は、「人間のための経済」を目指す。何よりも人のいのちを

大切にし、国民の生活を守る政治を行う。国民の暮らしを犠牲にして

も経済合理性を追求するという発想をとらず、国民の暮らしの豊かさ

に力点を置いた経済・社会に転換していく。 

こうした観点から、平成 22 年度予算においては、子育て、雇用、環

境、科学・技術に特に重点を置く。 

 

（１） 子育て 

子育てや教育を個人の問題とせず、未来への投資として、社会全

体が助け合い負担するという発想の下、子どもやお年寄りなどの弱い

立場の方々を社会全体で支え合う。 

少子化の傾向に中長期的に歯止めをかけることは、将来にわたっ

て社会の活力と経済成長を維持するための種をまくことにつながる。

こうした観点から、子ども手当を導入し、保育を含めた子育て支援の

抜本的な充実を図るとともに、高校生の子供を持つ家庭への支援も拡

充する。更に、幼保一体化を含めた保育分野の制度・規制改革など、

新たな需要創出に向けた改革に正面から取り組む。 

なお、子育て世代は消費性向も高く、これらの世代への支援は、

消費拡大の面からも即効性が高い。 

 

（２） 雇用 

働くことによって人を支え、人の役に立つことは、人間にとって

大きな喜びとなる、という観点から、働くことを労働対価の獲得とい



 
 

う側面だけで捉えず、国民一人ひとりに「居場所」と「出番」のある

社会の構築を目指す。 

雇用の確保は国民の生活と安心の基盤であり、今後の社会の変化

に応じた新しい需要とそれを供給する新しい雇用を生み出していか

なければならない。 

このため、10 月の「緊急雇用対策」（平成 21 年 10 月 23 日緊急

雇用対策本部決定）や今般の「明日の安心と成長のための緊急経済対

策」（平成 21 年 12 月８日閣議決定）の施策を迅速に実施するほか、

今後の成長へ向けた雇用戦略を展開する。 

 

（３） 環境 

地球温暖化は人類の生存を脅かす問題であり、国際社会と協力し

ながら果敢に取り組む必要がある深刻な問題である。 

その一方、環境分野は新たな需要の宝庫であり、我が国の優れた

環境技術に磨きをかければ、成長の促進や雇用の創出に果たす役割は

大きい。 

新政権による温室効果ガスの 25％削減目標への取組み（「チャレ

ンジ 25」）は、我が国の成長・発展のための大きなチャンスでもあ

る。再生可能エネルギーの利用推進等、脱化石燃料社会への歩みを進

めるとともに、税財政の構造を含めて、経済・社会の在り方自体を大

胆に転換する。 

地球温暖化対策に関する予算については、政治主導で縦割りを打

破し、省庁間の重複を排除する。また、排出量削減への寄与等の客観

的な情報に基づき、施策に厳しく優先順位を付ける。 

 

（４） 科学・技術 

科学・技術は、社会の夢や希望を育み、我が国が将来にわたり「知

恵」で生きていく基盤を創る重要な手段である。いのちに関わる医療

や地球規模の課題である環境分野などにおいても、科学・技術が果た

す役割は大きく、国家の戦略上、重要な役割を担う分野である。 

その一方、これまでの資金配分や研究体制、研究成果の評価等に

ついては見直しの余地も多いことから、科学・技術に関する従来の推

進体制を改め、総合科学技術会議の改組も検討する。 

科学技術予算については、無駄や府省間の重複を排除しつつ、将

来の戦略上重要な分野に投資を集中する。 

 

（５）マニフェストの責任ある実施 

国民と約束したマニフェスト（「三党連立政権合意書」を含む。）

の実現へ向けて全力で取り組むことは、新政権が追求する新たな国民



 
 

主権の政治の基本原則であり、新政権の国民への責務である。 

一方、厳しい経済情勢を反映して税収が急激に落ち込む中、国家

財政は戦後の混乱期に準ずる危機的状況に陥っており、国民の付託に

応えて責任を持って経済財政を運営していくためにはマニフェスト

の主要事項についてもしっかりと優先順位を付けて効率的に実施す

る必要がある。 

こうした観点から、平成 22 年度予算におけるマニフェストの主要

事項の具体的な取扱いについては、総理の統括のもと、国家戦略室及

び「予算編成に関する閣僚委員会」において検討し、責任ある結論を

得ることとする。 

 

４．新たな成長戦略の策定  

――日本に輝きを取り戻すために 
 

以上の平成22年度予算編成に当たっての重点分野は今後の我が国経

済社会の活力ある発展を実現するためにも極めて重要な分野である。

このことは、数値としての経済成長率や量的拡大のみを追い求める従

来型の成長戦略とは一線を画するものでなければならない。単年度の

景気刺激の視点ではなく、中長期的に我が国の経済社会が持続的な発

展を遂げ、世界中から、日本の産業、経済、そしてそれらを包摂した

日本の社会様式や価値観が信頼され、憧憬されるような、そのような

日本の国家、社会、文化を形作るための新たな戦略の策定が喫緊の課

題である。 

このため、総理の直轄のもと、国家戦略担当大臣を中心に、上記重

点４分野に加え、アジアの一員としてアジア全体の活力ある発展を促

すという視点を加えた、新たな成長戦略を年内にも示すこととする。 

 

５．予算編成過程を刷新する 
 

  国民主権とは、国民自らが国の政策決定に責任を持つことであり、

物言えぬ将来の国民にツケを回すような無責任な財政運営を行っては

ならない。同時に、「依らしむべし、知らしむべからず」といった独

善的な発想で、財政規律の確保に失敗を重ねてきたことを、ほかなら

ぬ政治と行政が深く反省しなければならない。国民・納税者の視点に

立ち、国民が自らの税金の使い途を自ら精査し、自ら主体的に決定す

る、国民中心の予算編成を行い、予算の効率化と財政の健全化を目指

す。 

    



 
 

（１）事業仕分けの反映 

   新政権は、予算編成を国民に開かれたものとし、国民各層に、予

算編成過程を自らの問題として意識していただくことを目的に「事業

仕分け」を実施し、国民・納税者の視点から「しがらみ」を排して白

地で予算・事業の評価を行った。 

この評価結果を踏まえ、平成 22 年度予算編成において、内閣の責

任で歳出を大胆に見直す。その一方、殊に政治的判断を要する事業

は、予算編成の過程において必要な結論を得る。総じて、予算に盛

られる事業については、国民の納得が得られるように十分な説明責

任を果たす。 

事業仕分けの結果、横断的見直しが必要な項目については、仕分

け対象事業のみならず横断的に事業の見直しを徹底する。平成 22 年

度予算への事業仕分けの評価結果等の反映状況は、予算編成後速や

かに公表する。 

 

（２）入るを量りて出ずるを制す 

   新政権は、「入るを量りて出ずるを制す」予算編成を行い、先に

歳出ありきで、足らざるを野放図に国債で埋めるというこれまでの

予算編成の在り方から脱却する。 

その一環として、事業仕分けの評価結果の厳格な反映によって不

要不急の歳出の削減を行うとともに、特別会計について聖域なき見

直しを断行した上で税外収入を確保し、これを最大限活用した予算

編成を行う。 

その上で、未来への責任を果たす財政運営を行う観点から、国債

発行額の水準についても、財政規律を重視する姿勢を明確に示すも

のでなければならない。長期金利の急激な上昇を招かないよう、市

場の発信を受け止め、市場の信認を確保することが重要である。 

他方、現在の厳しい経済状況にも鑑みれば、直近の財政拡大的な

国債発行の水準をある程度容認する必要がある。こうした観点から、

平成 22 年度の国債発行額を、前政権が編成した平成 21 年度第１次

補正予算後の国債発行額である約 44 兆円以内に抑えるものとする。 

 

（３）予算編成改革  

新政権は、予算編成・執行プロセス自体を改革し、中長期的な予算

の効率化・財政健全化の枠組みを作る。このため、「予算編成等の在

り方の改革について」（平成 21 年 10 月 23 日閣議決定）等に基づく

改革の実現に向けて取組を進める。とりわけ、政策評価や、施策の効

果の客観的な検証を予算編成に的確に反映させるために、国家戦略室

が指針を示す。 



 
 

また、来年前半には複数年度を視野に入れた中期財政フレームを作

るとともに、中長期的な財政規律の在り方を含む「財政運営戦略」を

策定し、財政健全化への道筋を示す。その際、諸外国の取組も参考と

しながら、①構造的な財政赤字の削減につなげる、②中長期的には公

的債務残高の対 GDP 比を安定的に縮減させていく、ことを念頭に置い

て検討を進める。 


